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症例を検討し、情報を共有する
医療関係者

=鹿児島市の鹿児島大学病院

1 日曜日

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
で
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
血
流
障
害
を
起
こ
し
、
足
に
し
び
れ
や
痛
み
が
出
る
病
気
、
恥
髪
性
動

脈
硬
化
症

（Ａ
Ｓ
Ｏ
）
。
進
行
す
る
と
潰
瘍
や
騨
死し
を
招
き
、
最
悪
の
場
合
、
切
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
怖
い
病
気
だ

が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。
全
国
の
潜
在
患
者
数
が
２
０
０
万
人
以
上
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
病
気
が
招

く
へ
悲
惨
な
事
態
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
、
２３
日
に
開
か
れ
る
公
開
講
座
を
皮
切
り
に
鹿
児
島
県
で
も
啓
発
活
動
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
早
期
発
見

・
治
療
の
大
切
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
の
試
み
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（税
所
陸
郎
）

‐ムヾρ ズ

早
期
発
見
へ
啓
発
開
始

活
動
の
提
唱
者
は
鹿
児

島
市
の
鹿
児
島
大
学
医

学
部
心
臓
血
管

二
局
血
圧

内
科
学

の
大
石
充
教
授

（配
）
。
鹿
児
島
市
の
南
風

病
院
や
今
村
病
院
分
院
の

医
師
の
ほ
か
、
検
査
技
師

ら
が
病
院
の
垣
根
を
越
え

て
集
ま
る
。
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
の

市
民

へ
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
潜
在
患
者
の
把

握
や
予
防
医
療
戦
略
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
」
と
大

石
教
授
。

今
年
４
月
か
ら
、
診
療

に
携
わ
る
内
科
、
外
科
、整

形
外
科
、
皮
膚
科
の
医
師

や
検
査
技
師
が
月
２
回
集

ま
り
、
個
々
の
症
例
を
細

や
か
に
検
討
し
、
情
報
交

換
を
進
め
て
い
る
。
垣
根

を
越
え
た
医
療
連
携
で
、

進
行
す
る
と
歩
行
障
害
や
潰
瘍

や
壊
死
を
招
く
。
重
症
化
す
る

と
足
の
切
断
も
必
要
と
な
る
場

異
常
が
主
な
原
因
と
さ
れ
、
全

身
の
動
脈
硬
化
か
ら
心
筋
梗
塞

な
ど
重
篤
な
疾
患
を
発
症
す
る

危
険
性
も
あ
る
。

早
期
治
療
や
症
状
悪
化
を

防
止
す
る
の
が
目
的
だ
。

２
０
１
４
年
度
に
６６
人

の
患
者
が
訪
れ
た
南
風
病

院
の
富
村
奈
津
子
整
形
外

科
部
長
（“
）
は

「傷
が
黒

い
ま
ま
残

っ
た
り
、
治
療

し
て
も
傷
が
治
ら
な
か

っ

た
り
す
る
人
は
血
流
障
害

の
可
能
性
が
あ
る
。
専
門

医
に
受
診
を
」
と
助
言
す

る
。い

ち
き
串
木
野
市
の
女

性
（８４
）
は
、
２
０
１
３
年

３
月
、
安
静
時
に
も
右
足

が
痛
む
よ
う
に
な
り
、
か

か
り
つ
け
医
を
受
診
。
そ

の
後
、
血
管
拡
張
治
療
な

ど
で
い
っ
た
ん
回
復
し
た

も
の
の
再
び
悪
化
し
て
親

指
が
壊
死
。
今
年
春
に
切

除
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ

た
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
は

あ
る
が
、
不
握
生
は
な
く

健
康
に
は
気
を
つ
け
て
い

た
。
「誰
で
も
か
か

っ
て

し
ま
う
病
気
な
ん
で
す

ね
」
と
語
る
。
「
夜
寝
ら

れ
な
い
ほ
ど
痛
く
て
つ
ら

い
病
気
。
も

っ
と
早
く
検

査
し
て
お
け
ば
と
後
悔
し

て
い
る
」

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

（Ａ
Ｓ
Ｏ
）

り
狭
く
な

つ
た
り
し
て
血
流
が

悪
く
な
る
こ
と
に
よ
る
血
管

病
。初
期
段
階
は
足
先
の
冷
え
、

し
び
れ
と
い
っ
た
症
状
だ
が
、

主
に
足
の
動
脈
に
動
脈
硬
化
　
合
も
あ
る
。
高
齢
、
糖
尿
病
、

が
起
こ
り
、
血
管
が
詰
ま
っ
た
　
一局
血
圧
、
喫
煙
、
透
析
、
脂
質

５‐

５‐

５‐

５０

５０

５０

５０

５０

部
部
委
部
部
部
業

動
真
説
売
営
業
生
ロ

運
写
論
販
広
事
経
総

@鹿児島

大
阪
大
な
ど
で
勤
務
経

験
の
あ
る
大
石
教
授
は

「鹿
児
島
で
は
進
行
し
て

か
ら
Ａ
Ｓ
Ｏ
が
確
認
さ
れ

る
例
が
明
ら
か
に
多
い
。

初
期
な
ら
ば
切
除
せ
ず
に

す
む
」
と
早
期
発
見
の
重

要
性
を
強
調
す
る
。

鹿
大
心
臓
血
管
内
科
に

よ
る
と
、
治
療
は
重
症
度

に
応
じ
て
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
や
バ
イ
パ
ス
手
術
な
ど

が
あ
る
が
、
軽
症
で
あ
れ

ば
、
投
薬
や
食
事
、
運
動

な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
で

進
行
を
抑
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
患
者
は

５
年
以
内
に
心
臓
な
ど
の

病
気
で
１５
～
３０
％
が
命
を

落
と
し
て
い
る
と
い
う
推

計
値
も
あ
る
。
「だ
か
ら

こ
そ
早
期
の
発
見

・
治
療

が
大
切
」
（同
科
）
。

Ａ
Ｓ
Ｏ
の
発
見
に
は
、

下
肢
動
脈
の

狭

窄

・
閉

塞
を
調
べ
る
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査

（足
関
節
上
腕
血
圧
比
）

の
有
効
性
が
挙
げ
ら
れ

る
。
上
腕
と
足
首
の
血
圧

を
同
時
に
測
定
し
、
比
率

を
測
る
だ
け
で
５
分
も
あ

れ
ば
検
査
可
能
だ
。
同
科

の
池
田
義
之
特
任
講
師

（柄
）
も

「発
見
に
は
最
も

効
果
的
」
と
明
言
す
る
。

活
動
は
始
ま

っ
た
ば
か

り
。
「病
気
に
対
す
る
こ

う
い
っ
た
情
報
を
し
っ
か

り
発
信
し
続
け
、
さ
ら
な

る
医
療
連
携
の
強
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
」
と
大
石

教
授
は
話
し
て
い
る
。

２３
日
の
講
座
は
鹿
児
島

大
学
医
学
部
鶴
陵
会
館

（彦
児
曼

じ

で
鹿
大
医

学
部
心
臓
血
管

上
局
血
圧

内
科
学
が
行
う
。
足
の
痛

み
と
動
脈
硬
化
が
テ
ー

マ
。
大
石
教
授
が
Ａ
Ｓ
Ｏ

早
期
発
見
の
重
要
性
や
予

防

・
治
療
に
つ
い
て
講
演

す
る
ほ
か
、
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査

も
受
け
ら
れ
る
。
無
料
ヽ

年
前
１０
時
半
、
午
後
１
時

半
か
ら
の
２
回
、
各
先
着

１
０
０
人
。
１３
日
ま
で
に

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
。

鹿
大
心
臓
血
管
内
科
フ
ア

ク
ス
＝
０
９
９
（２
６
５
）

８
４
４
７
。
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足 の動脈 硬 化「ASO」 防 げ
鹿児島市で23日、公開講座




